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数理社会学とは、ある数学的仮定のもと演繹法によって導出された
命題に調査や実験から得たデータをあてはめて検証したり、逆に
経験的データに基づいて一般化した法則を見出してモデル構築
したりすることにより、社会現象に説明を与えることを目的とする
学問と言える。1950年代に米国で生まれ、21世紀以降益々発展し
続ける本分野の中項目事典。
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現代の情報化社会をデータに基づき解明する
「計算社会科学」を、様々な分野の第一線で活
躍する研究者らが俯瞰的に解説。

社会学理論応用事典
日本社会学会 
理論応用事典刊行委員会 編
A5判・952頁
定価22,000円
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長く歴史ある社会学の主要理論約330項目
を取り上げ、初学者～研究者まで幅広い読者
のニーズに応える、見開き完結の中項目事典。

教育社会学事典
日本教育社会学会 編
A5判・910頁
定価24,200円
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教育社会学を三部構成、全19章で解説。現代
教育社会学の全体像を的確に描き出す。教育社
会学の主要テーマを約300項目掲載した事典。

社会調査事典
一般社団法人 社会調査協会 編
A5判・922頁
定価22,000円
（本体20,000円＋税10%）
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現代社会の動向を分析し、理解する上で、必要
不可欠な社会調査法。その理論･手法から量的
調査・質的調査まで全貌を解説する。



　数理社会学事典の刊行は私の知る限り世界で初めての試みです．数理社会学が制度化されたのは，1950年代初頭のアメリ

カにおいてだと言われています．日本はその後塵を拝する形で研究を進めてきました．しかし，世界に先駆けて事典を刊行できた

ことは，誇りにしてよいと思います．

　日本で数理社会学会が設立されたのは1986年3月です．それ以来すでに35年余の研鑽を積んできたことになります．世

代継承も順調に進んでおり，今後の発展が大いに期待されます．事典を刊行する機が熟したと言えるでしょう．

　手本がない状態で事典構成を考えることは，とても悩ましい問題でした．事典としての条件を考えるとき，数理モデルと社会学

の双方の視点から体系的に俯瞰できるものにする必要があります．これまで数理社会学のモノグラフや教科書は多数出版され

ていますが，そこで利用されている構成枠組みは，使用される数理モデルによる分類か，階層や家族や組織など実質分野によ

る分類に依拠しており，数理社会学の全体像を俯瞰するものにはなっていません．

　およそ半年間，様 に々思案を重ねた結果，数理モデルと実質分野を統合するとともに，入門部門にあたる総論（第Ⅰ部），原論

部門にあたる基礎論（第Ⅱ部），各論部門にあたる社会学の実践編（第Ⅲ部），他分野で主に展開されてきた数理的手法との連

携にあたる応用編（第Ⅳ部），そして社会学の古典や原理にかかわる重要テーマをアドホックに扱った特論（第Ⅴ部）の五部構成

を採用することにしました．各部の章構成を見ていただくとわかりますが，実践編での実質分野の数が限定的である点を除けば，

東京大学出版会の『社会学講座』シリーズに近い構成になっています．今後，数理社会学の進展により，実質分野のさらなる拡

充が期待されるところです．

　ところで，数理社会学は理論社会学の一員であるというのがおおかたの合意事項です．しかし，社会学は経験科学でもあり，

経験的データによる実証性の確保が不可欠です．このため，数理社会学は計量社会学と緊密な連携を保ってきました．また，数

理社会学は計量社会学（社会統計学）を基礎として生まれたという歴史的経緯があります．本事典ではこうした側面にも配慮し

て章立てや項目選択を行いました．さらに，21世紀に入って以降，コンピュータ技術の飛躍的な発展に伴い，ビッグデータやAI

（人工知能）などを含む計算社会科学やシミュレーションの新たな手法が登場して，数理社会学との連携の期待が高まってお

り，こうした動向にも目配りをしました．
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